Characteristics of facial expression recognition ability in patients with Lewy body disease by 小島, 有里子 & Kojima, Yuriko
Fukushima Medical University
福島県立医科大学 学術機関リポジトリ
This document is downloaded at: 2020-09-02T18:46:31Z
Title Characteristics of facial expression recognition ability inpatients with Lewy body disease( 内容・審査結果要旨 )
Author(s)小島, 有里子
Citation
Issue Date2019-03-22
URL http://ir.fmu.ac.jp/dspace/handle/123456789/972
Rights© The Author(s)
DOI
Text VersionETD

1 
 
学位論文審査結果報告書 
平成 31年 1月 28日 
大学院医学研究科長様： 
下記の通り，学位論文の審査を終了したので報告いたします． 
 
【審査結果要旨】 
氏名： 20190116小島有里子 
学位論文名： Characteristics of facial expression recognition ability in patients with Lewy 
body disease（レビー小体病患者の表情認知機能の特徴 
 
本研究は、認知機能が低下する疾患であるLewy Body Disease（レビー小体病）のParkinson’s 
disease (PD), Parkinson’s disease with dementia (PDD), dementia with Lewy bodies (DLB)の患者に
対して、喜怒哀楽の表情（happiness, sadness, fear, anger, surprise, disgust）がどのような影響
を与えるかを、表情認知検査で明らかにしようとした研究である。この研究結果によれば、
Lewy Body Diseaseの患者で happinessの表情認知は障害されなかったが、sadnessや angerに
対する表情認知能力が有意に低下していた。先行研究には、6 表情に対する反応について、
成人、健康老人、Alzheimer disease (AD)の間で比較した論文があるが、その中でも happiness
に対する反応だけが保たれるという今回と同様の結果が得られている。従って、今回の表情
認知機能の低下が、Lewy Body Disease固有の特徴なのか、全ての Dementiaの認知機能低下
の一般的な特徴を表わしているのかを比較した追加研究が望まれる。また、データ分析は
PD+PDD と DLB 間で行われているが、PD/PDD/DLB の 3 群での解析やあるいは、PD と
PDD/DLBといった 2群（Lewy Body Diseaseで、日常生活に支障をきたすレベルの認知症を
伴う群と伴わない群）での解析は試みられていない。それらの解析も今後望まれる。さらに、
年齢、発症年齢、MMSE を用いることで３つのクラスターを簡単に予測できるとしている
が、今後の研究で確認する必要がある。 
本研究は、Lewy Body Diseaseにおける表情認知機能の低下とその特徴を初めて明らかに
したものであり、日常的に表情認知能力の低下した認知症患者に接する時間の多い医療介
護の現場対応に科学的な光を当てるものとして、医療への貢献が大きいと考えられる。した
がって論文審査委員の総意として、本研究論文は学位論文に値すると判断した。 
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